


道具」という意味で、登録した機能や

記事を素早く呼び出せる、「ショート

カットキー」のようなものだ。パソコ

ンに登録した「Myガジェット」は携帯

電話でも同様に表示可能。久米氏は外

出先ではこの「Myガジェット」を利用

して記事を読んでいるそうだ。

　電子版では「Web刊」のほかにも、

「ビジネスリーダー」「マネー」「テクノ

ロジー」「ライフ」「スポーツ」といった

専門情報が充実している。有料会員に

登録すれば、「朝刊・夕刊」のほとんど

すべての記事も読める。

　「これまで日経新聞では経済ニュー

スや市場の動向を読むのが習慣でした

が、電子版では、いい意味で“日経らし

くない”記事も一緒に読むようになり

ました。前より親しみが増し、日経新

　「My日経」には「おすすめ」「自動記

事収集」「保存記事」「最近読んだ記事」

「ワードロボ」の5機能がある。

　例えば「おすすめ」では、これまでに

読んだ記事などを分析して、電子版に

掲載されたコンテンツから、その人の

関心が高そうな記事を自動的にピック

アップする。

　「過去の閲覧履歴だけではなく、もっ

と複雑な分析がされているようで、読

めば読むほど自分の関心に近づいてく

るのが非常に興味深いですね」と久米

氏。証券会社に勤務していた頃システ

ム開発に携わっていたので、この「お

すすめ」機能の分析・学習能力の高さ

が評価できるという。

　「そこで、普段はあまり興味のない

分野でも、気になる記事は、あえてク

リックするようにしています。すると、

想定外の記事もピックアップされるよ

うになり、視野も広がっていきます」

　「自動記事収集」は、関心のあるキー

ワードをあらかじめ登録しておくと、

48時間以内に掲載されたコンテンツ

の中から、その語句を含む記事を自動

的に収集する機能だ。収集した記事の

聞のイメージが変わりました」

　著名な経営者が自ら情報発信する

「経営者ブログ」も久米氏のおすすめ

だ。中でも、「中小企業気質を持ち続け

るスズキ会長兼社長の鈴木修さんや、

日本電産社長の永守重信さんのブログ

をよく読んでいます」と言う。

　「お2人は著書もありますが、ブロ

グでは、もっと本音に近い、ご自分の

言葉で語っている感じが伝わってきま

す」。「経営者ブログ」では読者からの

コメントも受け付け、筆者と読者のコ

ミュニケーションも楽しめる。「今後

は経営者だけではなく、エンジニアな

どのブログもあったら面白いですね」

見出しは、パソコンや携帯電話にメー

ルで通知もできる。

　久米氏が登録しているのは、自身の

仕事に関する「Tシャツ」「オーガニッ

クコットン」のほか、墨田区の観光協

会理事を務めることから「観光」など

のキーワードだ。

　「キーワードの入れ方で収集記事が

変わるので、いろいろ試しています。

また、収集された記事やおすすめの記

事を読むときには、記事の下の方に表

示される『この記事を読んだ人に人気

の記事』などもチェックします」。こう

した読み方ができるのは、電子版なら

ではの楽しみ方、と指摘する久米氏。

「１つの記事から、行き先の分からな

い飛び石をたどっていくような楽しさ

がありますね」

　多忙な経営者やビジネスパーソンに

便利な機能が「保存記事」だ。記事を

ゆっくり読む時間がないときや、あと

で再び参考にしたいときなどに、記事

を簡単に保存できる。保存した記事は

と久米氏。

　また電子版では最近、Twitter（ツ

イッター）やスマートフォンで使える

サービスも開始した。久米氏は、これ

らにも大いに期待している。

　仕事や経営のヒントが満載されてい

る日経電子版は、経営者などのトップ

リーダーにはもちろん、若手のビジネ

スパーソンにも読んでほしい、と久米

氏は語る。

　「最近は無料のネットニュースなど

を読むだけで、新聞を必要としない人

も増えています。しかし玉石混交の

ネット社会では、今後は信頼に足る情

報だけが生き残っていくでしょう。日

経電子版は、ネットの中の価値ある情

報源として、多くの人に触れてみてほ

しいですね」

「分類ラベル」で、テーマごとに整理も

できる。

　久米氏は新聞のスクラップはしてい

なかったそうだが、電子版ではこの「保

存記事」を使ってオンライン・スクラッ

プをするようになったという。「紙の

新聞は父親が先に読んで、切り取って

スクラップすることも多いので、私の

手に渡るときは穴だらけということも

ありました。その点、電子版の『保存記

事』は便利ですね。保存ボタンをクリッ

クするだけでいいという手軽さから、

朝礼や商談、講演などで使えそうなネ

タを中心に集めています」

　「ワードロボ」は、一般の関心度が高

まっていると考えられるキーワードな

どを分析する機能。久米氏はこの「ワー

ドロボ」で表示されるキーワードや、

「Web刊」で読者によく読まれている

記事をリスト化した「ランキング」か

ら、流行の言葉や電子版を読んでいる

人の関心事を探っている。

　「日経新聞の読者がどんな記事に関

心を示しているのかは、経営者として

興味があります。そこに、ビジネスチャ

ンスが潜んでいるかもしれません」

　久米氏はこれら頻繁に使う機能やよ

く読む記事は「Myガジェット」に登録

している。「ガジェット」とは、「便利な

紙の新聞では見逃してしまいがちな記事に
ビジネスチャンスの芽を感じる
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